
 

 

 

 

 
 

MCA アドバンス車載機 

取扱説明書 

品番 TEF-6T705A 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保証書別添付 

●このたびは、MCAアドバンス車載機をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
●ご使用前に「安全上のご注意」、「正しくご使用いただくために」（２～８ページ）を 

必ずお読みください。 
●保証書は、「販売店名・お買い上げ日」などの記入を必ずお確かめになり、販売店から 

お受け取りください。 
●この取扱説明書は大切に保管してください。 
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MCA アドバンスについて 
 
MCA アドバンスは、国際的に標準化された LTE 技術を適用し、自営無線の特長である高い耐
災害性・信頼性に加えて低コスト・高セキュリティで利便性に優れた共同利用型の業務用無線
です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐災害性 ● 非常時も輻輳しにくい通信システム 

● 装置二重化・バックホール回線二重化や中継局折返し 

信頼性 ● 非常用発電機具備の耐震中継局と常時監視 

 

低コスト ● インフラ設備の共同利用による低コスト化 

高セキュリティ ● 秘匿性・セキュリティを確保した通信  

 

利便性 ● 全国エリアで通信が可能 

実用性 ● GPS やデータ通信等、高度なサービスが簡易に利用可能 

中継局

指令局（本社）

移動局（人）

中継局

移動局（本社）指令局（本社）
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安全上のご注意 
 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく 

ことを、次のように説明しています。 

 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、 

次の表示で区分し、説明しています。 
 

 

この表示の欄は、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」 

内容です。 

 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生 

する可能性が想定される」内容です。 

 

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 

 

■本機は、技術基準適合証明を受けた無線モジュールを搭載していますので、間

違った設置及び使い方をすると電波法違反となります。ご使用前に「電波法につ

いてのご注意」（６ページ）を必ずお読みください。 

 
  

 
この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

 
この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

安全上のご注意  必ずお守りください 
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■本機の取り扱いについて 

 
 

 

 

 

 

  

病院内や医用電気機器のある 

場所には持ち込まない 

本機からの電波が医用電
気機器に影響を及ぼすこと
があり、誤動作による事故
の原因となります。 

植込み型医療機器装着者は 

使用しない 

本機からの電波が植込み型 
医療機器に影響を及ぼすこ
とがあり、誤動作による事故
の原因となります。 

車を運転しながら操作しない 

交通事故の原因となります。 
運転者が使用するときは、車
を安全な場所に止めて 
からご使用ください。 

自動ドア、火災報知器などの自動 

制御機器の近くで使用しない 

本機からの電波が自動制

御機器に影響を及ぼすこと

があり、誤動作による事故

の原因となります。 

運転中は車外の音が聞こえる 

程度の音量にする 

電源ケーブルを破損させない 
 

交通事故の原因となることが
あります。 

ケーブルの修理は販売店へご相談ください。 

車載配線の際には自動車の 

バッテリー端子に直接接続する 
 

シガーライターソケット、 

およびヒューズボックスなど

を経由しての接続は、火災

や他の電子機器への障害の

原因となります。 

傷つける、加工する、高温部に近づける、無理に曲げる、ねじる、

引っ張る、重いものを載せる、束ねる、踏みつけると破損につなが

り、ショートや発熱により、火災・感電の原因となります。 

安全上のご注意  必ずお守りください 
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■本機の取り扱いについて(つづき) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源ケーブルは添付品 

（ヒューズ ３Ａ付）を使用する 
 

ヒューズは指定品を使用する 
 

指定値（３Ａ）以外のヒューズ

を使用すると火災の原因と 

なります。 

許容量の少ないケーブルや
ヒューズのないケーブルを使
用すると、火災の原因となり
ます。 

プラスアース車には使用しない 

分解や改造をしない 

異常動作したり、けが 
をすることがあります。 

前方視界や運転操作を妨げない 

取り付けをする 

交通事故の原因となります。 

パイプ類、タンク、配線などを 

傷付けない 

車体に穴をあけて取り付け
るとき、パイプ、タンク、配線
などに傷を付けた場合、 
交通事故や火災の原因と 
なります。 

ぬらさない 

煙が出たり、変なにおいがする 

などの異常時は使用しない 

故障の際は販売店へ 
ご連絡ください。 

そのまま使用すると、 
火災、感電、事故の原因と
なります。 

本機の電源を切り、電源ケーブルを 
外して販売店へご連絡ください。 

本機は防水対応ではありま
せん。水が入ったり、ぬらし
た場合、火災、感電の原因
となります。 
内部に水などが入った場合
は、まず本機の電源を切
り、電源ケーブルを外して販
売店へご連絡ください。 

発熱、発火などの原因と 
なります。 

安全上のご注意  必ずお守りください 
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正しくご使用いただくために 
 

■登録商標/著作権 
●Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ® のワードマークおよびロゴは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＳＩＧ、Ｉｎｃ.が所有する登録商標で

あり、トム通信工業株式会社はこれらのマークおよびロゴを使用許諾に基づいて使用して

います。 
●その他の商標および登録商標は、それぞれの所有者の商標および登録商標です。 

 
■２．４ＧＨｚ現品表示記号について 

「２．４」    ：２．４ＧＨｚ帯を使用する無線設備 

「ＦＨ」     ：ＦＨ－ＳＳ方式周波数ホッピング方式 

「１」      ：想定干渉距離が 10m 以下 

「 」 ：全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味します。 

 

 

 

■通信距離について 
●２．４ＧＨｚ帯のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ®の通信距離は約１０ｍですが、人体、壁、金属などの障害物の

有無や電波状態によって有効範囲が変化します。障害物がない空間で使用してください。

また、車載で使用する場合、車種や本機の取付位置によって通信距離は変化します。 

 

 

■電波干渉についてのご注意 
●本機で使用する２．４ＧＨｚ周波数帯域では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほ

か工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局(免許を要する無線

局)及び特定小電力無線局(免許を要しない無線局)並びにアマチュア無線局(免許を要する

無線局)が運用されています。 

●本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びにア

マチュア無線局が運用されていないことを確認してください。 

●万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場

合には、速やかに使用を中止した上、販売店にご連絡頂き、混信回避のための処置等(例

えばパーティションの設置など)についてご相談ください。 

●その他、本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して

有害な電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きた時は販売店にご連

絡ください。 
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■電波法についてのご注意 
●本機は電波法に基づいて、技術基準適合証明（工事設計認証）を受けた無線モジュールを

搭載しています。分解や改造をしないでください。 

●指定のアンテナを使用してください。また、ケーブル端でのアンテナ利得が３ｄBi 以下になる

ようにしてください。指定されたアンテナ以外を使用した場合、電波法違反となります。また、

指定されたアンテナを使用した場合でも、ケーブル端での最大利得が 3dBi を超える場合は

電波法違反となります。使用できるアンテナは、販売店にご相談ください。 

●本機は日本国内での使用を目的に設計・製造されています。日本国外では使用しないでくだ

さい。 

●電磁波曝露の影響を最小限にするため、通常使用時に人体から２０ｃｍ以上離れる位置に

設置してください。 

参考：『Body‐SAR に関する制度の運用のガイドライン』 

 

■MVNOドングルの取り扱いについて 

●植込み型医療機器を装着している場合は、MVNOドングルを植込み型医療機器の装着部位

から１５ｃｍ程度以上離して使用してください。 

参考：『各種電波利用機器の電波が植込み型医療機器へ及ぼす影響を防止するための

指針』 

●MVNOドングルは必ず指定品を使用してください。 

●MVNOドングルは絶対に改造しないでください。 

●本機はMVNOドングルを使用して携帯電話通信網を利用した通信を行うことができます。本

機の保証範囲は携帯電話通信網を含みません。 

 

 

■GPS 位置情報について 
●内蔵されている GPS モジュールは、人工衛星からの電波を利用し、位置情報を取得します。

屋外など、頭上に遮るものがないところであっても、人工衛星からの電波の受信状態によっ

ては、位置情報の取得に時間を要したり、位置情報にズレが発生することがあります。 

●ＧＰＳアンテナは、指定されたものを使用してください。 

 
 
■推測航法について 
●本機は推測航法に対応しています。人工衛星からの電波が受信できないトンネル内などで

は、加速度センサーやジャイロセンサーを用いた位置推測を行い、位置情報を取得します。 

●人工衛星からの電波が届かない場所を長距離走行すると位置情報の精度は低下します。ま

た、電源投入直後は推測航法での位置推測を行うことができません。 
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■取り付け、接続について 

●本機は１２Ｖ車、２４Ｖ車に対応しています。それ以外の車では使用しないでください。 

●付属のヒューズ付き電源ケーブルを車両のバッテリーと接続して、バッテリーから電源供給

するようにしてください。 

●電源の極性を逆に接続しないでください。 

（電源ケーブルを逆に接続するとヒューズが切れるおそれがあります。） 

●本機の取り付けはしっかり行ってください。また、配線の引き回しは、運転の妨げにならない 

よう十分配慮してください。 

●冷暖房の吹き出し口には取り付けないでください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所には取り付けないでください。 

●本機にオプション品を接続して使用するときは、必ず指定品を使用してください。指定品以

外を使用すると、故障の原因になります。 

●本機を電源装置と接続する場合、指定された電源装置を使用してください。 

●本機にオプション品を接続するときは、接続は確実に行ってください。 

 

■取り扱いについて 

●エンジンを切ったまま使うと、車のバッテリーを消耗させてしまうことがあります。 

必ずエンジンをかけた状態でご使用ください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所の設置は避けてください。真夏に長時間、 

屋外駐車をしたときは車内の温度が高くなりますので、温度を下げてからご使用ください。 

●本機に水などがかからないように注意してください。内部に水などが入った場合は、本機 

の電源を切り、電源ケーブルを外してお買い上げの販売店へご連絡ください。 

●極端な高温・低温の環境下での利用は避けてください。故障の原因になります。 

動作温度 －２０ ～ ＋６０℃ 

●通話時は口元からマイクを約３ｃｍ離してご利用ください。距離が近いと、音声が割れたり、

歪むことがあります。 

 

■ＭＣＡ通信、ＭＶＮＯ通信について 

●通信サービスエリア内であっても、トンネル・地下・建物の中など電波状態の悪いところで

は、ご使用になれない場合があります。 

●無線による通信を行っているため、電波状態が悪い所へ移動すると、通信が途切れること

があります。 
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■使用後について 

●１日の使用が終わりましたら、車のバッテリーが上がらないように必ず本機の電源を切ってく

ださい。 

 

■お手入れについて 

●掃除にシンナーやアルコールなどを使用しないでください。 

●内部の点検・修理は販売店へ依頼してください。 

●年に一度は内部の掃除を販売店へご相談ください。長い間掃除を行わずに、本機の 

内部にほこりがたまったまま使用すると、火災や故障の原因になることがあります。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、内部掃除費用について 

は販売店へご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機の誤動作、不具合、あるいは停電時などの外部要因によって、通信などの機会を 

逸したために生じた損害などの純粋経済的損失については、当社は一切その責任を 

負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

 

本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 

 

本機は日本以外ではご使用になれません。 

This device is exclusiveｌy for use in Japan. 
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製品構成 
 

■車載機 TEF-6T705A 

品  名 数  量 備  考 

本体 １  

電源ケーブル １ 赤：＋、黒：アース、白：ＡＣＣ線 

ヒューズ付き電源ケーブル １ ヒューズ 3A 

ＳＩＭカードカバー用保護シート ２ 1 枚は予備 

保証書 １  

取扱説明書 １ 本書 

 

■MVNO ドングル 

品  名 品  番 備  考 

ＭＶＮＯドングル ＴＭ－Ｃ１０２Ａ  

ＭＶＮＯドングルケース ＴＭ－Ｚ０１３Ａ 保護ケース 

ＭＶＮＯドングル接続用ケーブル ＴＥＺ－００４９ＡＡ  

 ※MVNO 通信をご使用になる場合、別途、通信費用が発生します。詳しくは販売店にご確認く

ださい。 

 

■オプション品 

品  名 品  番 備  考 

ＧＰＳアンテナ ＴＥＺ－００５０ＡＡ ケーブル長：約５ｍ 

取付金具 ＴＥＺ－００５５ＡＡ 取付用ネジ付属 

 

■接続可能な周辺装置 

品  名 品  番 備  考 

３ウェイ電源装置 ＴＤＦ－１０３  

ＡＣ電源装置 ＰＥ－８０７Ｂ  

電話接続装置 ＣＥＴ１３０９ＦＡ  

ｅブリッジアダプター ＣＥＴ１３７８ＦＡ  

デジタルＭＣＡ 

移動無線電話装置 

ＥＦ－６１９５＊＊ 

ＦＭ－８５７Ｆ０２＊＊ 
 

ＬＡＮアダプター ＴＡ－Ｚ５１０ＢＡＤ  

 ※接続に必要なケーブルは、販売店にご確認ください。 
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通話種別 
 

 
 ※この他にも選択できる通話種別があります。通話種別の詳細については、販売店にご確認く

ださい。 
 
 
 
  

Ｎｏ 通話種別 通話 備考 

１ 個別通信 
指定した無線機とのみ通話することができま

す。 
 

２ グループ通信 

指定したグループの無線機と通話ができま

す。 

ただし、別の呼で通話中の無線機は、通話

中の呼を継続するため、グループ通信には

参加できません。 

 

３ 一斉通信 

指定したグループの無線機と通話ができま

す。 

別の呼で通話中の無線機は、呼が切断され

強制的に一斉通信の呼に引き込まれるた

め、グループ通信に参加することができま

す。 

 

４ 臨時グループ通信 

発信先の端末を複数選択し通話することが

できます。 

ただし、別の呼で通話中の無線機は、通話

中の呼を継続するため、臨時グループ通信

には参加できません。 

 

５ 臨時グループ一斉通信 

発信先の端末を複数選択し通話することが

できます。 

通話中の無線機は、呼が切断され強制的に

臨時グループ一斉通信の呼に引き込まれる

ため、臨時グループ一斉通信に参加するこ

とができます。 
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各部の名称とはたらき 
 

（１） 前面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ランプ表示については１３ページの「ランプ表示とお知らせ音」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｎｏ 名  称 機  能 備考 

① 
電源スイッチ／ 

音量つまみ 
電源の入り切り／音量の調整を行います。  

② 状態表示ランプ 
本体の状態を表示します。 

（電源、通話、送信/話中、GPS） 
※１ 

③ カバー スイッチ、コネクターを保護します。  

④ スピーカーマイク I/F 各種マイクを接続します。  

Ｎｏ 名  称 機  能 備考 

⑤ BT ペアリングスイッチ Bluetoothマイクとペアリングするときに押下します。  

⑥ 保守用 USB ソフト保守用（ADB）I/F。  

① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ 



－12－ 

 

（２） 背面 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※１ φ３．５ｍｍモノラルプラグのスピーカーが接続できます。使用する場合は８Ω、定格２Ｗ

以上のものを使用してください。 

※２ 必ず付属の電源ケーブルを接続してください。また、車両設置で使用する場合、付属の

ヒューズ付き電源ケーブルのギボシ端子側を電源ケーブルと接続し、もう一方をバッテリ

ーと接続して、バッテリーから直接電源を供給するようにしてください。 

※３ ケーブルを接続する場合、保護用のコネクターを外してください。オプション品のケーブ

ルについては、販売店にお問い合わせください。 

 

  

Ｎｏ 名  称 機  能 備考 

①  外部スピーカー出力 
3 ウェイ電源装置などの外部スピーカーを接

続します。 
※１ 

②  電源入力 専用電源ケーブルを接続します。 ※２ 

③  外部機器接続用 I/F 

専用のケーブルを接続することで、シリアル接

続、外部情報線、パラレル IO が使用できま

す。 

※３ 

④  
外部機器接続用 USB 

（ロック付きコネクター） 
LAN アダプター等の USB 機器を接続します。  

⑤  
MVNO ドングル接続用 USB 

（ロック付きコネクター） 
通信ユニットを接続します。  

⑥  MCA アドバンス用アンテナ MCA アドバンス用アンテナを接続します。  

⑦  GPS アンテナ 
本体内蔵の GPS を使用する場合に、GPS ア

ンテナを接続します。 
 

①   ②        ③         ④  ⑤   ⑥      ⑦ 
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ランプ表示とお知らせ音 
 

本機の各ランプ状態表示は以下のとおりです。 

Ｎｏ 状  態 電源 通話 送信／話中 ＧＰＳ 

１ 起動中 
橙 

（点灯） 

橙 

（点灯） 

橙 

（点灯） 

橙 

（点灯） 

２ 設定情報変更中 
緑 

（点灯） 
消灯 

赤 

（点滅） 
－ 

３ 待受け状態 
緑 

（点灯※1） 
消灯 消灯 － 

４ 通話中（呼に接続中） 
緑 

（点灯※1） 

緑 

（点灯） 
消灯 － 

５ 送話中 
緑 

（点灯※1） 

緑 

（点灯） 

緑 

（点灯） 
－ 

６ 受話中 
緑 

（点灯※1） 

緑 

（点灯） 

赤 

（点灯） 
－ 

７ 圏外 
緑 

（点灯） 
消灯 

赤 

（点灯） 
－ 

８ GPS 測位状態 
緑 

（点灯※1） 
－ － 

緑 

（点灯） 

９ GPS 未測位状態 
緑 

（点灯※1） 
－ － 消灯 

１０ GPS 異常 
緑 

（点灯※1） 
－ － 

赤 

（点灯） 

１１ Bluetooth ペアリング中 ※3 
緑 

（点灯※1） 

赤 

（点灯） 

赤 

（点灯） 

赤/緑 

（点滅※2） 

１２ Bluetooth 登録機器全削除中 
緑 

（点灯※4） 

赤 

（点灯※4） 

赤 

（点灯※4） 

赤 

（点灯※4） 

１３ 保守モード 
橙 

（点灯） 
消灯 消灯 消灯 

１４ ADB 機能有効化 
橙 

（点灯※4） 

消灯 

（※4） 

消灯 

（※4） 

消灯 

（※4） 

 

・「－」はランプが何色でもその状態に影響が無いことを意味します。 

 ※1 MCA 回線接続時は緑点灯、MVNO 回線接続時は緑点滅（点灯 1 秒、消灯 1 秒）します。 

MCA 回線と MVNO 回線を LED 表示で区別しない場合は、いずれかの回線に接続時に緑

点灯します。 

MCA 回線と MVNO 回線の LED 表示で区別するかどうかの設定は、パラメーターで設定さ

れます。 

 ※2 点滅の周期は、赤点灯 0.5 秒、緑点灯 0.5 秒、消灯 0.5 秒です。 

 ※3 ペアリング完了後のリンクの状態は、Bluetooth マイクのランプ表示を確認してください。 

 ※4 ほかのランプ表示より優先して、3 秒間点灯状態になります。 
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スピーカーから出力されるお知らせ音の代表的なものは以下のとおりです。 

Ｎｏ お知らせ音 名  称 説  明 

１ ﾋﾟﾘﾘｰ ﾋﾟﾘﾘｰ ﾋﾟﾘﾘｰ 一斉通信着信音 一斉通信着信時に鳴音します。 

２ ﾋﾟﾘﾘ ﾋﾟﾘﾘ ﾋﾟﾘﾘ ﾋﾟﾘﾘ 個別単信着信音 個別単信着信時に鳴音します。 

３ ﾋﾟﾘﾘ ﾋﾟﾘﾘ ﾋﾟﾘﾘ ﾋﾟﾘﾘ グループ通信着信音 
グループ通信着信時に鳴音しま

す。 

４ ﾌﾟ ﾌﾟ ﾌﾟ ﾌﾟ  リングバックトーン 
すべての呼種の発信時に鳴音し

ます。 

５ ﾌﾟｰ ﾌﾟｰ ﾌﾟｰ ﾌﾟｰ 発呼失敗音 
発信が失敗した場合（相手話中は

除く）に鳴音します。 

６ ﾌﾟｰ ﾌﾟｰ ﾌﾟｰ ﾌﾟｰ ビジートーン 相手話中の場合に鳴音します。 

７ ﾋﾟｯ 通話指示音 発信が成功した時に鳴音します。 

８ ﾋﾟｯ 送信権獲得音 
プレス時に自局が送信権を獲得し

た時に鳴音します。 

９ ﾋﾟｯﾋﾟｯ 送信権獲得失敗音 
プレス時に自局が送信権を獲得で

きなかった時に鳴音します。 

１０ ﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯ 終話予告音 
通信時限の 10 秒前に鳴音しま

す。 

１１ ﾌﾞｰ 終話音 終話時に鳴音します。 

 

・この鳴音の他にもさまざまな状況に合わせて鳴音を出力することができます。 
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使用可能なマイクについて 
 

本機で使用可能なマイクは次のとおりです。 

 

製品名称 製品品番 

スピーカーマイク ＥＦ－Ｍ５００１８ＡＡ 

ハイパースピーカーマイク ＥＦ－Ｍ５００１０ＡＡ 

テンキースピーカーマイク ＦＺ－３４５０Ａ 

テンキースピーカーマイク ＥＨ－Ｍ０１ 

ブルートゥース・スピーカーマイク ＢＴＨ－６００－Ｍ 

スタンドマイク ＥＡ－Ｍ５００２４ＡＡ 

 

スピーカーマイク（ＥＦ－Ｍ５００１８ＡＡ）の各部の名称とはたらきは次のとおりです。また、その他

のマイクの使用方法は各マイクの取扱説明書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

回線表示ランプ 

回線状態を表示します。 

  話中（赤） 

  通話（緑） 

 

プレストークスイッチ 

押すと送信状態、離すと受信状態

になります。 

マイク掛け金具 

マイク 

スピーカー 
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ご使用前の準備 
 

■ micro SIM カードを取り付ける 
下記の手順にしたがって、指定の micro SIM カード（以下、SIM カードと呼びます）を取り付けてく

ださい。 

 

① 本体裏面の SIM カードカバーのネジを緩めて SIM カードカバーを取り外します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

② SIM カードをカード台紙から取りはずします。 

※ SIM カードの端子面に直接指で触れないでください。 

 

③ 本体裏面の SIM カードコネクタカバーのロックを外し（❶）、カバーを持ち上げます（❷）。 

※ SIM カードの端子面や SIM カードコネクタの端子に直接指で触れないでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

④ 切り欠き位置に注意し、SIM カードの端子面を下向きにして SIM カードコネクタに入れます

（❸）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 
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SIM カードの取り扱いに注意してください 

⑤ カバーを下げて（❹）、ロックします（❺）。 

※ 「カチッ」と音がすることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ SIM カードカバーを取り付け、ネジを締め付けトルク 0.2±0.04N・㎜で止めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ SIM カードカバー部に保護シートを貼ります（❻）。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 保護シートは隙間ができないようにしっかりと貼り付けてください。 

 

取付完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆SIM カードの端子面を逆向きに入れたり、無理やりカバーを閉じたりしないでください。 

SIM カードや SIM カードコネクタが破損する原因になります。 

 

  ◆MVNO ドングル用の SIM カードを挿入しないでください。正しく通信が行えなくなります。 

   本機で使用する SIM カードは、ともに micro SIM カードのため、挿入間違いしないように、 

   注意してください。 

 

❹ 

❺ 

❻ 
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接続方法 
 

（１） 車両設置の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｎｏ 名  称 備  考 

① 電源ケーブル 赤：＋、黒：アース、白：ACC 線 

② 
ヒューズ付き電源ケーブル ヒューズ３A 付き（赤：＋、黒：アース）※１ 

ケーブル長：約２．５ｍ 

③ ＡＣＣケーブル お客様調達※２ 

④ ＭＣＡアドバンス用アンテナ ※３ 

⑤ ＭＶＮＯドングル オプション品 

⑥ ＭＶＮＯドングルケース オプション品 

⑦ ＭＶＮＯドングル接続用ケーブル ケーブル長：約２ｍ、オプション品 

⑧ ＧＰＳアンテナ ケーブル長：約５ｍ、オプション品 

⑨ スピーカーマイク オプション品 

 

※１ 電源ケーブルは車のバッテリー端子に直接接続してください。 

また、必ず付属のヒューズ付き電源ケーブルを使用してください。 

※２ ＡＣＣ連動で使用するときに接続してください。 

※３ 必ず指定品を使用してください。指定品以外を使用すると、故障の原因及び電波法違反になります。 

⑧ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ ③ 

① ② 

白：ACC 線 

背面 

⑨ 

前面 
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（２） 固定設置の場合 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ 名  称 備  考 

① 電源ケーブル 赤：＋１２．５Ｖ、黒：－、白：使用しません 

② ＭＣＡアドバンス用アンテナ ※１ 

③ ＭＶＮＯドングル オプション品 

④ ＭＶＮＯドングルケース オプション品 

⑤ ＭＶＮＯドングルケーブル ケーブル長：約２ｍ、オプション品 

⑥ ３ウェイ電源装置 オプション品※２ 

⑦ スタンドマイク オプション品 

⑧ ヒューズ付き電源ケーブル 使用しません※３ 

 

※１ 必ず指定品を使用してください。指定品以外を使用すると、故障の原因及び電波法違反

になります。 

※２ ３ウェイ電源装置への取り付け方法は、２６ページの「本機を３ウェイ電源装置に取

り付ける」を参照してください。 

※３ ヒューズ付き電源ケーブルは使用せず、電源ケーブルを直接３ウェイ電源装置の電源

ケーブルに接続してください。 

 

白：使用しません 

赤：＋１２．５Ｖ スピーカーケーブル 

黒：－ 

⑥ 

① 

③ 

④ 

② 

⑤ 

背面 

⑦ 

前面 

⑧ 
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電源を入れる／切る 
 

本機の電源操作は、以下の２つのモードがあります。 

■ 電源スイッチ操作 ：電源スイッチを操作することで、本機の電源を制御します。 

■ ＡＣＣ連動  ：ＡＣＣの状態に連動した電源制御をします。 

 

■電源スイッチ操作の場合 
 

（１）電源を入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）電源を切る 

 

 

 

 

 

 

 

  

 電源スイッチを押す 

 電源スイッチを押す 

●本機の全ランプが消灯するまで電源スイッチを押してください。 

 

●本機の全ランプが橙色点灯するまで、電源スイッチ

を押してください。 
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■ＡＣＣ連動の場合 
 本機はＡＣＣ線を接続することで、ＡＣＣに連動して動作します。 

 

（１）電源を入れる 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＡＣＣ連動であっても、電源スイッチを押すと本機の電源を入れることができます。 

 

（２）電源を切る 

 

 

 

 

 

 

 

・ ＡＣＣオンのときは、電源スイッチを押しても本機の電源は切れません。 

 
 
  

 ＡＣＣをオンする 

●車のＡＣＣをオンします。 

●本機の全ランプが橙色点灯します。 
 

 ＡＣＣをオフする 

●車のＡＣＣをオフします。 

●約５秒後に、本機の全ランプが消灯します。 
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音量を調節する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 音量つまみを右に回し切ると、音声の歪みや、音割れの原因となります。適切な

音量に調節してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 音量つまみを左に回し切ると、音声が聞こえなくなります。適切な音量に調節して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまみを回しても音量が変化しないとき 
 

 

 

 

  

 音量を大きくする 

●音量つまみを右に回します。 

 音量を小さくする 

●音量つまみを左に回します。 

◆音量つまみを回しても音量が変化しないときは、パラメーターの設定が異なっている

可能性があります。販売店にお問い合わせください。 
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通話を行う 
 

 

次の内容を確認してから通話してください 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 相手との接続に失敗したときは、「プー プー プー プー」と鳴りますので、時間

をおくか、場所を変えて再度お試しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレストークスイッチを押す 

●「プ プ プ 」と呼出音が鳴ったのち、通話ランプと送信／話中ランプが緑色

に点灯し、「ピッ」と鳴ります。 

プレストークスイッチ 

◆本機のランプの状態を確認してください 
●電源ランプが緑色に点灯し、通話ランプと送信／

話中ランプが消灯しているときが、発信可能な状

態です。 
消
灯

消
灯

緑 緑
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■終話について 

通話可能な時間は５分です。残り時間が１０秒になると「プップップッ」と音が鳴ります。そのま

ま通話を続けると、「ブー」と音が鳴り、強制的に終話になります。続けて通話を行いたい場合

は、プレストークスイッチを一度離してから、再度押して通話を再開してください。 

 

また、自局および相手局がともに送信していない時間が１５秒以上続くと終話になります。 

電波が届かなくなったときにも終話になります。 

 

 

 

 

次の状態のときは通話できません 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 通話する 

●こちらから音声を送るときは 

プレストークスイッチを押しながら話す 
本機の送信／話中ランプが緑色に 

点灯し、「ピッ」と鳴ってからお話し 

ください。 

 

 

 

●相手から音声を受けるときは 

プレストークスイッチを離す 
本機の送信／話中ランプが赤色に 

点灯し、相手局の音声が聞こえます。 

 

 

 

 

◆電源ランプが緑色に点灯し、通話ランプが消灯して

いる状態で、送信／話中ランプが赤色に点灯してい

るときは通話できません。しばらく待っても状態が変

わらない場合は、電波状態の悪い場所の可能性が

ありますので、送信／話中ランプが消灯する地点ま

で車を移動してください。 

緑 緑

緑 赤

消
灯 赤
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設置の際のご注意 
 

■本機を車体に取り付ける 
本機は取付金具（オプション品）を使用して車体などに設置することができます。設置方法に

合わせて、取付金具を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１ 金属板に固定する場合は、ボルトとナットを使用して取り付けてください。 

 

 

●取付金具に添付している樹脂取付用ネジ、またはボルトとナットを使用して、車体に確実に

取り付けてください。 

●取り付け場所や配線の引き回しは、運転の妨げにならないよう十分配慮してください。 

●冷暖房の吹き出し口には取り付けないでください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所には取り付けないでください。 

 

■MCA 用アンテナの設置 

●本機とアンテナの接続は確実に行ってください。 

●電波の受信できるところに設置してください。 

 

■MVNO ドングルの設置 
●MVNO ドングルの接続は確実に行ってください。 

●冷暖房の吹き出し口には取り付けないでください。 

●直射日光や熱風の当たる場所、水のかかる場所には取り付けないでください。 

●電波が受信できるところに設置してください。 

 

① 樹脂取付用ネジ（※1）で取付金具を

車体などに固定してください。 

③ 本機の両側にある取付用のネジを

締め付けトルク 1.0±0.1N・㎜で取付

金具に取り付けてください。 

② 取付金具に本機を挿入します。 
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■本機を３ウェイ電源装置に取り付ける 

 
取付金具（オプション品）を使って、３ウェイ電源装置に本機を取り付ける場合、別売りのデジタ

ルＭＣＡ移動無線電話装置の取付金具をご準備ください。 

 

 ●取付金具を付属のネジを使用して、３ウェイ電源装置に取り付けます。 

 ●本機を取付金具に前面からはめ込み左右のビスで締め付けトルク１．０±０．１Ｎ・ｍｍで取

付金具に固定してください。 

 ●本機および取付金具を３ウェイ電源装置に取付方法の詳細については、３ウェイ電源装置の

取扱説明書をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機を３ウェイ電源装置に取り付ける際、スピーカーケーブルの余長が足りない場合の取付方

法について説明します。 

 

●３ウェイ電源装置のバッテリーを引き出したのち、下図（矢印イ）の結束バンドを切断します。

スピーカーケーブルに余長ができ、本機のスピーカージャックへの取り付けが容易になりま

す。 

●バッテリーを組み込むとき、スピーカーケーブルを噛みこまないように注意してください。 

 

 

 

 

  

別売りの DMCA 車載型無線機の取付金具 

（品番：EF-Z52086ZA） 

イ 
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保守／点検 
 

■日常の保守 

●本機が汚れたときは、乾いた布でふいてください。 

アルコールやシンナーを使用しないでください。塗装や表示がはがれたり、くもりが生じたり

することがあります。 

●アンテナケーブル、MVNOドングル、電源ケーブル、マイクなどが確実に接続されているか確

認してください。 

●本機の各ランプが点灯するか確認してください。 

●本機の取り付けがゆるくなっていないか確認してください。 

●毎日通話して、正常に使用できるか確認してください。 

 

■定期保守 

●年に１回は、お買い上げの販売店で定期点検をお受けください。 
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故障と思われる前に 
 

修理を依頼される前に、もう一度次のことを確認してください。それでもなお異常がある場合 

には、お買い上げの販売店にご相談ください。 

 

症  状 原  因 

電源が入らない 

車両設置の場合 

●電源ケーブルがはずれていませんか？ 

●ＡＣＣケーブルがはずれていませんか？ 

●車のバッテリーは異常ありませんか？ 

●ヒューズが切れていませんか？ 

固定設置の場合 

●本機と電源装置の電源スイッチは入っていますか？ 

●電源ケーブルがはずれていませんか？ 

●電源装置のヒューズが切れていませんか？ 

通話できない 

●電波状態が悪い可能性があります。本機の送信／話中ランプが 

赤色に点灯していませんか？ 

●アンテナケーブルがはずれていませんか？ 

●MVNOドングルがはずれていませんか？ 

●スピーカーマイクがはずれていませんか？ 

音が出ない 
●音量つまみが最小になっていませんか？ 

●スピーカーマイクがはずれていませんか？ 

受信音が小さい 
●送信側でのマイク利用の際、マイクから口を遠く離して使用して 

いませんか？ 

受信音が割れる、 

歪む 

●送信側でのマイク利用の際、マイクから口を近づけすぎて使用 

していませんか？ 

送信／話中ランプが

赤色で点滅のままに

なる 

●しばらく待っても、変わらない場合は再度電源を入れ直して 

ください。それでも変わらないときは、販売店にご相談ください。 

音が途切れる 
●電波が弱い地域や移動しているときには音が途切れることが 

あります。 

 

 

■すぐに販売店に 
 ●以下のような状態のときは電源を切り、指令局の場合は電源装置の電源プラグも抜いて、お

買い上げの販売店にご相談ください。 

 

１） 使用中に焦げ臭いにおいがする 

２） ヒューズがたびたび切れる 

３） 誤って水や異物を入れてしまった 
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仕 様 
 

項  目 仕  様 

電源電圧 ＤＣ＋１３．８Ｖ／ＤＣ＋２６．４Ｖ （マイナス接地専用） 

消費電流 ※ 

電源  

状態 
ＤＣ＋１３．８Ｖ ＤＣ＋２６．４Ｖ 

待受け 約０．３A 約０．２A 

送信 約０．４A 約０．２A 

受信（音声１W 出力） 約０．５A 約０．３A 

寸法 
高さ約２５ｍｍ、幅約１４０ｍｍ、奥行き約１５０ｍｍ  

（突起物は除く） 

質量 約６１０ｇ （付属品は除く） 

動作温度、湿度 
温度：－２０ ～ ＋６０℃  

湿度：  ２０ ～ ８０ ％ＲＨ （結露なきこと） 

マイクインターフェイス ６００Ω －５３ｄＢｍ／６００Ω －１０ｄＢｍ 

標準スピーカー出力 １Ｗ（８Ω） 

MCA 無線送信出力 ２３ｄBm（パワークラス３） 

MCA 無線使用周波数 
上り：８９５～９００MHｚ 

下り：９４０～９４５MHｚ 
MCA 無線帯域幅 ５MHｚ 

MCA 無線アンテナ接続 N接栓（ピッグテール構造） 

 

 ※ スピーカーマイク、MVNOドングル接続状態での値です。接続機器及び電波状態によって、

変動します。 

 

保証とアフターサービス 
 
◎保証書（別添付） 

●保証書は「販売店名・お買い上げ日」などの記入を必ずお確かめになり、内容をよくお読み

のうえ、大切に保管してください。保証期間は、お買い上げ日から１年間です。 

●異常にお気づきのときは、「故障と思われる前に」の表にしたがってご確認のあと、直らない

ときは、必ず電源ケーブルを外してからお買い上げの販売店にご連絡ください。 

 
◎保証期間中の修理 

●お求めの販売店にご連絡ください。保証書の規定にしたがって修理させていただきます。 

 
◎保証期間後の修理 

●お求めの販売店にご相談ください。 

 

 



 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

便利メモ（お買い上げの際に記入されると便利です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造元 

〒２２３－００５７ 神奈川県横浜市港北区新羽町１２４４番地 

トム通信工業株式会社 

 

お買い上げ日      年    月    日 品番 TEF-6T705A 

販売店名 

 

 

 

 

             電話 (        )         ― 

使い方・お手入れ・修理などは、 
まず、お買い求め先へご相談ください 

TZD00128A 

 

Nishimoto-s
住所スタンプ_20210628

https://www.jenix.co.jp/
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